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はじめに
従 来 、我 が国 では がん の代 表 的治療 法 は手
術療 法 で あ り、 医療従 事者 ・医療 消費 者双 方
が がん 治療 は入 院 して行 うことを 当然 と受 け
止 めて いた。 しか し今 日、外 来 で注射 薬 を用
い て化 学療法 を行 うこ とは当た り前 の光景 と
な りつ つ ある。 外 来で 、通院 患者 にが ん化 学
療法 が 実施 され は じめたの がいっ 頃 なのか 振
り返 ってみ る と、1987年 に溝 井 ら1)が 、 癌
専 門病 院 にお け る外 来化 学療 法患者 の かか え
て い る問題 点 と解決 策 につい て報告 してい る。
ま た、1989年 に荻原 ら2)が 肺 がん の通 院化 学
療法 に つい て報 告 してお り、 この頃か ら通 院
患者 へ の外来 での抗 が ん剤 投 与が 開始 され た
と考 え られ る。以 後 の外 来化 学療 法 の発 展 は 、
現在 か ら振 り返 れ ば必然 で、順 調 な もので あ
ったか に見 え るが 、実 は医療 にお け る患 者 の
位 置 づ け を含 む数 々の大 幅 なシス テム変 更 を
必要 とす る、試 行錯 誤 の道 で あ った。本 稿 で
は外 来化 学療法 にお けるケ ア提 供 システ ム が
構 築 され て い くプ ロセ スにつ いて 、患者 の位
置づ け の変化 を軸 に概 説 す る。
1.国 の が ん対 策
1981年 に 日本 人 の死 因 第1位 が がん とな り、
国 はが ん対 策 と して、 「対が ん10力 年 総 合戦
略」、「が ん克 服新10力 年 戦略」、「第3次 対 が
ん10力 年 総合戦 略」を展 開 した。 しか し、が
ん は増加 し続 け、 国民 は更な るが ん対 策 の充
実 を求 めて いた。そ の 中で 、2006年 に 自らが
ん患者 で ある こ とを告 白した 山本孝 史議員 の
尽 力 もあ り、がん対 策 の よ り一層 の推進 を図
るた めに 「がん対策基 本法 」3)が 成 立 し、翌
年 「が ん対策推進 基本 計画 」が 策定 され た。
「が ん対策基本 法 」は、国、地 方公 共 団体 、
医療保 険 者、 国民及 び医師等 の 責務 を明 らか
に した点 が特徴 で あ る。 国民の 責務 が明文化
され た こ とは、がん 患者 自らが積極 的 にが ん
対策 に参加 してい く必 要性 を示 した画期 的 な
文言 で あ り、 医療 消費者 で あ る国民の役 割や
地位 の変化 を象徴 してい る。
II.外 来化 学 療 法 発 展 の背 景
1.が ん 患者 と化 学療 法適応者 の激 増
2005年 の新 規 がん診 断者 は、約67.6万 人、
2009年 の がん死亡者 数 は、年 間約34.4万 人
で あ る4)。が ん罹 患者 と死 亡者 が共 に増加 し、
かっ がん に よる死 亡者 を新 規罹 患者 が上 回 る
状 況 は、 がん に罹 患 し治療 を行 い なが ら生 活
す るがん サバ イバ ーの劇 的な増加 を意 味す る。
この よ うながん治療 を受 け る患者 の絶 対数 の
増加 は、 医療 技術 の進 歩や 医療 経済状 況 の変
化 をは じめ と した諸 要 因の根底 に存在す る。
さ らに治療側 か らの要因 と して、今 日の集 学
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的治療 の発 達 は一 人の 患者 が複 数 の治療 の適
応 とな る こ とを もた ら し、 医療機 関 を受診す
るがん患者 数 の増加 につ ながって い る。
2.医 療費 の 高騰 とが ん治療 の外来 移行
我 が 国 の が ん に 関 連 した 国 民 医 療 費 は
2006年 に約2.5兆 円 となった。が ん治療 の外
来 移行 は、 この よ うな 中で 医療 費削 減 のた め
に一貫 して すす め られ て きた 国策 の一っ で あ
る。最 も重 要 でか つ第一 歩 とな ったの は、2002
年 に外来 化 学療 法加算 が初 めて認 め られ た こ
とで あった。 その後 、診療 報酬 改定 ご とに外
来化 学療 法加 算 の範 囲や 点数 は拡 大 し、 これ
に よ り化 学 療法 は入 院治療 か ら外 来 治療へ と
急 速 に移 行 した。2010年 度 には老健施 設 に入
所 して い る場合 で も算 定 が可能 とな るな ど、
化 学療法 の外 来 で の実施 を推 し進 め るた めの
隙間 ない体制 作 りが 、 さらに強化 されつつ あ
る。
3多 種 の新 規抗 が ん剤 の開発 と医療 の進 歩
に よる副作 用 コン トロール の改善
最 初 の抗 がん剤 の 開発 、臨床導 入 の後 の長
い年 月 に積 み上 げ られ た多 くの経 験 に基づ き、
薬 に よる影 響 はかな り正確 に予測 され る よ う
にな った。 打 ち立て られ たエ ビデ ンス に基 づ
い た的確 な管 理体 制 に加 え、近年 は 副作用 の
少 ない新 規抗 が ん剤 の開発 が相次 ぎ、治療 は
必要 最少 量 の補液 量 と治療 時間 で効果 的 に行
われ るよ うにな って きた。 もちろん 副作用症
状 を コン トロール す るた めの薬剤 開発 をは じ
め とす る有 害 事 象 管 理 も め ざ ま しい。 治 療
薬 ・治療 技術 ・有 害事 象 コン トロール 、 とい
った諸 要 素 が もれ な く向上 し、組 み合 わ され
た こ とが 、入 院 を必要 とした治療 を外 来 で実
施す るこ とを可能 と した直接 的 な理 由で あ る。
4医 療 に 関わ る人 々の価値 観 の変化 ～患
者 の権利 と責任 ～
今 日の我 が国 のが ん患者 は、 よ りよい治 療
や ケア を積 極 的 に求 め る高 い意識 を持 った医
療 消費者 で あ る。 医療 者 の態度 、死 生観 も患
者 の あ り方 と相互 作用 しつ つ変化 ・成熟 した。
この よ うな変化 の 中、 よ り質 の高い 生活 のた
め に、CC入院 しないで治療"す る こ とが患者 自
身 の生 活 ス タイル の維持 のた めに希 望 され、
医療者 もそれ に こた え るべ く調整 を行 った こ
とが外 来化 学療法 の発展 につ なが ってい る。
だが 、治療 の外 来移行 には、 さ らな る価 値
観 の変化 が 関わ って い る。 がん 医療 の場 にお
いて、 イ ンフ ォー ム ドコンセ ン トの必 要 が唱
え られ るよ うにな って約30年 が経過 した。今
日、 医療 消費 者 であ る患者 は、過 去 の よ うな
「お任せ 」 医療 では な く、 自分 の病気や 治 療
に関す る詳 しい情 報 と、治療 決 定 にお け る主
権 を求 めて い る。 患者 が求 め、獲 得 した この
よ うな権利 は、 同時 に治 療 法の選 択 な ど患者
が負 うべ き責任 に もつ なが った。 入 院せ ず に
抗 がん剤 治療 を受 ける とい うこ とは、患者 が
自分の責任 で治療 後 の管 理 を行 うとい うこ と
で あ る。 外来 化学療 法 が患者 ・医療者 か ら積
極 的 に受 け入 れ られた背 景 に は、イ ン フォー
ム ドコ ンセ ン トの充実 が、 医療者 と患者 の価
値観 に もた ら した変化 が あった か らこそ だ と
考 え られ る。
以上 、様 々な背 景 と関連 して発 展 して きた
外 来化 学 療法 には、実施 の 現場 にお いて これ
まで とは異 な る患者 一医療者 の連 携 の あ り方
が必 要 とされ 、そ の システ ム の構 築 にお いて
様 々な試行 錯誤 が行 われ た。 以 下、外 来化 学
療 法の萌 芽 時代 か らの看 護研 究 よ り外 来化 学
療 法 にお ける看 護 の展 開 につい て、 シス テ ム
と患者 の位 置 づ け を軸 に述 べ る。
III.外	 来 化 学 療 法 に お け る看 護 ケ ア の
あ り方 ～ シス テ ム と患者 セ ル フケ ア ～
1.文 献 検 索の実施 と検 討
キ ー ワー ドを 「薬 物 療 法 」、「化 学 療 法 」、「腫
瘍 」、 「抗 腫 瘍 剤 」、 「外 来 」、 「看 護 」 と し、 シ
ソー ラ ス や 各 種 演 算 子 を用 い た 幅 広 い 文 献 検
索(医 学 中 央 雑 誌 刊 行 会Ver.4使 用 、1983年
～2008年7月)を 行 い、678件 の 文 献 に 絞 り
込 ん だ 。678件 の 内 訳 は 、 原 著 論 文189件 、
会 議 録208件 、 解 説271件 、 総 説4件 、 そ の
他6件 で あ り、最 も 古 い もの は 、1987年 の 「医
療 」 に 掲 載 され た 会 議 録 で あ る 。 年 代 別 に み
る と、2002年 の外 来 化 学 療 法 加 算 の 導 入 を受 
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け、そ の前後 か ら急 激 に増加す る。 次 に これ
らの 中の 「原 著論 文」189件 か ら、論 文 タイ
トル と要 旨を概 観 し、看護 師 が筆頭 著者 であ
る論 文64件 を抽 出 し、内容 を熟 読 した ところ、
外来化 学療 法 を受 け る患者 の身 体的 ・心理 的
な状況 を明 らか にす るこ とを 目指 した研 究群
と、 ケア提 供 システ ム と患者 のセ ル フ ケア に
関連 した研 究群 の大 き な2つ の傾 向が 見 出 さ
れ た。 そ こで、後 者 のケ ア提供 シス テ ム と患
者 セル フケア につい て検討 を進 めた。
2.外	 来化 学療法 にお ける患者 セ ル フ ケアの

組 み入 れ プ ロセ ス

1)外	来 化学 療法 システ ムの 中に患者 セル フ

ケア を組み 込む 必要性 へ の気 づ き

1998年 、所 ら5)は 患者 の強い希 望 に よ り、
一人 の悪性 リンパ腫 患者 へ の化 学療 法 にお い
て6・7ク ール 目の治 療 を外 来移行 した が、飲
酒 に よる肝 障 害が発 生 した こ とを報 告 して い
る。 開始 に あた って患者 に対 して検査 や 治療
の予定 を織 り込 ん だス ケジ ュール 表 を作 成 し、
医療者 によ る副 作用対 策 を実施 した が 、患者
は、説 明 を受 けた ものの入 院 中大 丈夫 だ った
た め十 分 な 自己管理 が行 えてい なか った。 筆
者 は患者 が病 気 に対 して安易 な考 えに な りが
ちで あっ た と述べ 、個別 性 を重視 した看護 の
重 要性 を述べ て い る。
1999年 、玉橋 ら6)は 、外来 で化 学療 法導入
とな った乳 がん患者 のケア に 当たっ て、薬 物
発 注 に始 まる治療 体制 を整 え、治療 手順 とス
ケ ジ ュール 、副作用 や 生活上 の注意 につ いて
十分 な説 明指 導 を実施 した結果 、発 現 した副
作用 に も患者 が十分 に対 処 し、乗 り越 えた事
例 を報告 してい る。この事例 にお いて筆 者 は、
「合 併症 や ケア の効 果 が上が った のは 、患者
自身 が積極 的 に 日常生活 の 中で病気 と付 き合
う工 夫 を した こ と」と評 価 し、「家庭 に帰 って
か ら患者 がセル フケア でき るため の看 護 支援
が重 要 であ る」 と、患者 自身 の力 をケ アの成
功 の必 須 条件 と明確 に位置 付 けてい る。
この よ うに、現場 にお いて新 た な外 来化 学
療 法 が 開始 され るにあた り、 で きる限 りの準
備 を して挑 ん だ経 験 は、看 護師 に外来 化 学療
法 の成 功 には 、患者 自身 の病気や 治療 に対す
る理 解 、セル フケ アが鍵 で あ り、 そのた めに
特化 したケ アが必 要 で あ るとい う気 づ きを も
た ら してい った。
2)患	 者セ ル フケア を外 来化 学療 法 のシ ステ
ムに取 り入れ るた めの試行錯 誤
1994年 、林 ら7)は 、外 来治療 と入 退院 を繰
り返す リザ ーバ ー留 置 に よる動 注化 学療 法 を
行 う患者 へ の適切 な対応 のた め に、患者 情報
カー ドの有効 性 の検討 を行 ってい る。 カ ー ド
は患者 の属性 、病 状 と治療 状況 を一枚 の用紙
に記載 した もの で あ り、入 院 中はカル テ に、
退 院後 は病棟 フ ァイル に保 存す る形 で用 いる
もので あ る。 緊急 時 に有効 だ った事例 が挙 げ
られて い るが、 こ こには患者 自身 にカ ー ドを
保持 して も ら うこ とや 、患者 自身 を情報源 と
して活用す る とい う発想 は含 まれ てい ない。
1993年 の吉永 ら8)の 報 告で は、リザー バー
を用 いた外 来治 療 を行 って い る患者 の 「トラ
ブル 時の患者 の不安 」 に対 して、緊急 時を含
め た対 処方法 の一覧 表 を渡 し、電話 シ ステム
の作成 を行 う、とい う看護 が実施 され てい る。
トラブル に対 して患者 自身 の対 処、つ ま りセ
ル フケアが組 み込 まれ て い るので あるが、 そ
の 目的が 「患者 の不安 」 で ある こ とか らは、
患者 のセル フケ アが外 来化 学療法 シス テム の
一 部、 と見 な してい ない こ とが伺 える。
2001年 、長 谷川 ら9)は 、外 来化 学療法 患者
の副作用 に対 して、JapanClinicalOncology
Groupの 副作用 判 定基 準 を活用 した看 護記 録
の工夫 を行 った と報 告 して い る。 この報告 で
は、看 護 師が患 者 との 面談 でアセ スメ ン トを
行 ってい るが 、この よ うな副作用 チ ェ ックは、
そ の後患者 に よ る 自記式 シー トによって行 わ
れ る よ うにな って い く。
2005年 の辻 ら10)の 報告 は、患者記入 に よ
る体調 チ ェ ックシー トを導 入 しそ の効果 を検
討 した もので あ る。 医師や 薬剤 師、看護 師 な
ど多職種 が 、重複 して行 ってい たチ ェ ックの
効 率化 か らその有 効性 を高 く評価 した 一方 で、
患者 自身 に よ る副 作用 チ ェ ックに医療者 が依
存 した結果 、シー トに記載項 目がなか った突
発性 難聴 の発 見 が遅れ た り、眠剤 に よる 口の
苦み を副作 用 と解 釈 して対処 が遅れ た事例 が
報 告 され てい る。 患者 のセル フモ ニ タ リン グ
一3
大阪大学看護学雑誌Vo1.17No.1(2011)
の活 用 、外 来化 学療 法 シ ステ ムへ の組 み込 み
には慎重 を期 すべ きで 、患者 に任せ き りに し
ては な らな い こ と、 を指摘 した報 告で あ る。
2004年 の栗 崎 ら11)の 、外来化 学療 法 を実
施 して い る患 者 のニー ズ と、看護 サマ リー記
載 内容 との照 合 を行 った研 究 は、サマ リー が
患者 の化 学療 法 に対す る理 解度や 行 われて い
る説 明につ いて ほ とん どふ れ てい ない こ とに
関 して、 「・ ・(外来化 学療 法 を)受 容 で きた
かの有無 は 、今後 外来 で化 学療 法 を受 ける と
い うあ る種 、 自主性 を求 め られ る治療 に対 す
る意欲 に 関連 して くる」 た め不 足で あ る と指
摘 してい る。 サ マ リー の 記載 内容 は看護 提 供
の姿勢 を示す もので あ り、そ の検 討 か ら自分
た ちの看 護 実践 で は外 来化 学療 法 システ ムへ
の患者 のセル フケ アの組 み込 みが行 われ てい
な い こ と、 さ らにセル フケ ア促進 のた めに は
患者 の 自主性 と意欲 を引き 出す 関 わ りが必 要
で 、導入 に 当た って のイ ンフォー ム ドコ ンセ
ン トや 患者 の理解 が重要 で あ るこ と、 を述 べ
た重 要 な記 述 で ある。
2006年 の久保 田 ら12)の 報 告で は、一連 の
パ ス に則 って行 われ る リザ ーバー治 療 の効 率
的 システ ムが紹 介 され てい る。 外来 で の リザ
ー バー の埋 め込み 手術後 の入 院 と初 回治 療 、
抜針 の手 技指 導、 そ して資料 を用 いた入 院 中
の多職種 に よる説 明 は、有 害事象 や対処 方 法、
自己管理 事項 、予 防対 策 が詰 め込 まれ 、「患者
自身 に よる有 害事 象や合 併 症 な どの予 防や 早
期 発見 ・早期 対処 が可 能」 な こ とを 目指 して
い る。 この 一連 の治療 パ スは 、患者 のセル フ
ケア を前提 と した システ ムで あ り、患者 にい
か に して治療 を管理 ・実施 して も ら うか 、が
中心課題 とな ってい る。 その ためか 、抜針 に
つい て は結 果 的に 「恐怖 心が 強 くあった方 や
高齢者 、女性 で一部 不 可能」で あった と され 、
患者 のセル フケア能 力 のアセ ス メン トが不足
してい た こ とが伺 え る。 さ らに、 この治療 の
あ り方 を、「従 来の 医療者 の都合 に合 わせ た治
療 とは異 な り、患者 の都 合 に合 わせ た治 療 を
す す める」 と述べ てい るが 、 これ はセル フケ
ア をシステ ム に組 み込 む こ とと、セル フケ ア
に依存す る こ とを医療者 がいか に と らえるか
とい う微 妙 さを示 してい る とい え る。
さらに少 し異 な る点か ら、外 来化学療 法 と
い うシステ ム にお け る患者 のセル フケア の必
要性 を指摘 してい るのは、2008年 の牧 野 ら13)
によ るが ん患者 の災 害時 の治療継続 をす るた
めのシステ ム検討 であ る。 災害 時 とい う危機
的状況 にお い て、 がん治療 を継 続 す るた め に
は、患者や 家族 が治療 内容 を把握 し、医療者
に対 して 自 ら治 療状 況 につ いて伝 える こ とや
自己管理手 帳 な どの記録媒 体 を携 帯す るこ と
が必 要で あ るこ とを調査 か ら導 き、 災害 に備
える システム の 中に、患者 や家族 とい う存 在
とそのセル フケ アを組 み込 む こ とが必 要 で あ
る こ とを示 した。この研 究 は、い ざ とい う時 、
を想 定す るこ とで、外来化 学療法 が 究極 的 に
患者 のセル フケ ア抜 きでは語れ ない 、言 い換
えれ ば あ る程度 の患者依存 を前提 とした シ ス
テムで あ るこ とを改 めて浮 き彫 りに した。
以上 、外 来化 学療 法 が根 付 くプ ロセ スにお
け る諸研 究 の検 討 か らは、看護 師 をは じめ と
した 医療者 が、 患者 のモニ タ リングや生活 上
の諸注意 につ い て、試行錯 誤 しつっ 患者 に委
ねてい った経 緯 が示 され た。初期 の段 階で は 、
患者 を主体性 を持 った意 図 的対 処者 と して捉
えるよ り、指 示 通 り対応 す る こ とを求 めて い
たが 、い ったん モニ タ リングや セル フケア を
委任す る と今 度 は患者 へ の任せ き りが 生 じ、
問題 の発 生 に直 面 して責任や ケ ア委 任 の あ り
方 の再 検討 が行 われ た と考 え られ る。そ して 、
さらに洗練 した 形 で、患者 のセル フケ ア を シ
ステ ム に組 み込 み 、促 進す るた めの新 た な試
行錯誤 が繰 り返 され るのであ る。
3)自	 記式 記録 の促 進 が浮 かび 上が らせ た対

面ケ アの重要 性

2000年 代 に入 ってか ら、患者 自記式 の 日誌
や 管理表 な どを用 い たセル フモ ニ タ リング ・
患者 か らの情 報提 供 のあ り方 につ いて検討 し
た研 究 が複数 報告 され てい る。
2002年 の福 田 ら14)の 研究 にお いて は、 限
られ た介入 時間 にお いて 自己管理行 動 を高 め
るこ とを 目的 に導入 した 自己管理表 に よ り、
患者 の 自己モニ タ リン グが管理行動 に結 び つ
い た こ とが報告 され てい る。 この 自己管理 表
の導 入 は、担 当看 護 師 の継続 的 関わ りと平 行
して実施 され てお り、患者 の個人 作業 に な ら
ない よ うに配慮 され て い るこ とが注 目され る。
2006年 の富澤 ら15)の 研 究で は、体 調管 理 
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日誌 を導入 し、患者 の体調 管理 や看 護 師 に よ
るセル フケア指 導 に有効 で あった こ とが報 告
され てい る。 また 、 日誌 は患者 と看 護 師 の対
話形式 で 患者 の 目標 を記 載 し、共有 す る とい
うコミュニケ ー シ ョンツール と して の役 割 を
果 た して お り、そ の 中では ぐくまれ る関係 が
患者 を励 ま し、セル フケア促進 を含 め継 続 的
に患者 を支 えてい た こ とが述べ られ てい る。
同 じく2006年 、葛西16)は 、 自記式 問診 を
行 う患者 は、 治療継 続 を望み 、問診 票 へ の記
載 内容 に よって治療 を受 け られ な くな るか も
しれ ない た め、 自分 で対 処で き る うちは 自覚
す る副作用 症状 を過 小評価 した り否 定 してい
るこ とを明 らか に した。 さ らに副作 用 症状 に
つ いて、書 い て も ど うに もな らな い、何 を書
い ていい のか わか らな いな どの考 えや 、書 く
よ り聴 い て も らい たい な どの思い が示 され た。
これ につ いて筆 者 は、 自記式 問診票 は コ ミュ
ニ ケー シ ョンの媒体 で あ り、 医療者 の反 応 が
な けれ ば問診票 は無 意 味で あ ると感 じるので
は ないか と述 べた。 この報告 は、 患者 か らの
文書形 式 での情 報提 供 を医療者 が ただ 受 け取
って役 立 て るだ けで は患者 が不 満 に感 じ、外
来化学 療法 を成 り立たせ るた めに必 須 の患者
一医療 者連携 が成 り立 たな い ことを示 した。
以 上3つ の 報告 は、形 式 は異 な るが すべ て
自記式 のツール に よる患者 のセ ル フモ ニ タ リ
ングにつ いて検討 して い る。 この よ うなセル
フモ ニ タ リングは患者 のセル フケ アの 一部 で
あ り、的確 な セル フケ ア行 動 を さ らに促 進す
るため に有 効 で あ るが 、同時 にそ の記録 が医
療者 に とって は貴重 な情 報で あ り、 と もす る
と医療 者 はそれ を受 け取って役 立 て る こ とに
傾 きが ちで あ る。 これ らの報告 は 、患者 に と
って外 来化 学療 法 で来 院 した 際に提 出す る 自
記式記 録や 日誌 は、 医療者 の援 助 な しに一人
対処 して きた 毎 日の思 い を込 めた もの で あ り、
患者 は 日々の モニ タ リングの努 力 を受 け止 め
て もらい 、 フ ィー ドバ ック され る強い ニー ド
を持 っ てい る こ と、 これ らの 自記式 記録 を継
続 し、セル フケア行 動 を強化 して い くた めに
は 医療 者 と対 面 して の直接 的 コ ミュニ ケー シ
ョンが必 要で あ る こ とを明 らかに して い る。
4)外	 来化 学療 法 にお け るセル フケア の深 ま
り
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2005年 、渡 邉 ら17)は 嘔気 ・嘔 吐 の予防 の
た め にイ メー ジ療 法 を活 用 したセル フケア プ
ロ グラム を報 告 してい る。 これ は、イ メー ジ
療 法 の実施 前 に患者 の ニー ドの アセ スメ ン ト
を行 い、看護 師 と患者 のパ ー トナ ー シ ップ を
形成 す るこ とが重 要で あ り、そ の上でイ メー
ジ療法 の習得 が始 ま る とい う、患者 一看護 師
間 の 関係 性 の重要性 を述 べ てい る。
2006年 、外 来化 学療法 にお け るセル フケ ア
行 動そ の もの を促進 す るた め、 コーチ ン グの
技 法 を用 い た研 究 が 中島18)に よ って行 われ
て い る。 コーチ ン グを用 い た外 来化 学療 法患
者 教育 プ ログ ラムは、外 来化 学療法 前 と治療
中か ら終 了まで に分 かれ てお り、化 学療 法 開
始 前 に治 療 の 目的 を明確 に し、治療 に対 して
十 分 な動機 付 けを行 うこ と、治 療 中か ら終 了
ま で は患者 自身 が症 状マ ネ ジメ ン ト行 動 の 目
標 を立案 し実施 す る こ とを促進 す る援 助 が行
わ れ る。 本 プ ログラム に よ り症 状マ ネ ジメ ン
ト行 動 が促 進 され ていた が、一連 のプ ログ ラ
ム の 中で は、看 護 師の段 階的 な関 わ りや フ ァ
シ リテー ター と しての機能 が患者 の潜在 的な
カ を 引き出 してい くことが述べ られ てい る。
これ ら2っ の看護技 法 を用い てセル フケア
促進 を試 み た報 告 は、外来化 学療 法 を行 う患
者 のス キル の獲 得やセ ル フケ ア促 進 を明確 な
目的意識 で実施 してお り、患者 のセル フケア
が もはや外 来化 学療法 の システ ム に必須 と位"
置 づ け られて い るこ とを示 して い る。しか し、
これ らの研 究 は、患者 のセル フケア が単 に外
来化 学療 法 のシステ ムの構成 要素 で あ るこ と
を超 え、療 養生 活 にお け る人 として の成 長や
QOLの 向上、 よ りよい人生 の達成 に向けて活
用 され よ うとし始 めてい る こ とも示 唆 してい
る。 また 、看護 師 と患者 の相 互作用 、継続 的
な 関わ りこそ がその基盤 で あ り、患者 の主体
的セ ル フケア を支 える と強調 され てい る こ と
は重 要で あ る。
おわ りに
外 来化学 療法 システ ムが構 築 され て きた歴
史 の概観 か らは 、治療 の場 の変 化 が生み 出 し
た患者 一医療 者 関係 の変化 に、い かに看護や
医療 の システム が対 応 して きたか を垣 間見 る
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こ とがで きた。 今 日、外 来化 学療法 室 におい
て は、患者 と医療者 がパ ー トナー と して連 携
す る体 制 が育 まれつつ あ り、その 中で は患者
の 自己効力 感 を高 める アプ ロー チ な ど患者 と
看護 師がセ ル フケア の質 を さらに高 め る努 力
が開始 され て い る。外 来化 学療 法室 は、今 目
のが ん医療 を象徴 す る現場 で あ り、 そ こで観
察 され る現 象 を検討 す る ことは、重 要 な視 点
を提 供 す る と考 え る。
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